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内科などの病棟に入院した経験をお持ちの方はご存じと思

いますが､病院でだされる食三脚ま､ ｢糖尿食｣とか｢高血圧

食｣とか｢腎臓食｣などと､病気によって献立､材料､味付

けがそれぞれちがいます｡摂取するエネルギー(カロリー)

局､脂肪分､糖分､蛋白質､塩分などが､医師の指示にもと

づいて栄達士によって計許された食事がだされます｡こうし

た入院中の食事は､慢性疾患の患者の治療のだいじな一部で

あると同時に､退院後に自宅で食事療法をつづけていくため

の教育的な役割もしていますo

このような入院給食を保険からはずし､魁者負担にするこ

とは医療保険の原則を踏み外す不当なものです｡

Lrl生省が医療保険審議会に提出した資料でも､ 1人室､ 2人室で月額13万2千円､

入室以上で8万9千円の室料差額(平成3年度)を支払っています｡認められる差額室

は｢全病床の2割｣とされているにもかかわらず､実際には難病患者が入院する機会が

多い大学病院などの大病院では､病室の大部分が差額室で､ 4人部屋でも6千円から7

千円(1日)､ 6人部屋でも4千円､ 5千円の室料を徴収されるのが←常識｣となって

おり､差額室以外の部屋を選択するのは難しいくらいですo

病気になって入院し､医療保険を依っても多くの保険外負担を徴収されるゆがんだ現

在の医療保険制度をさらに改悪して､室料差額の徴収を公認することは認められませんo

クス1)や治療材料も患者負担を導入しようとしています.
｢ムダな投薬が多い｣ ｢保険でみるのは適当でないクスリ

もある｣ ｢治療材料で病院はもうけている｣｡薬剤･治療材料

を保険でみるのはやめて,Eil者負担にしようという厚生省の理

由付けですo　どの理由も､患者のi▲1'-任ではあ

治療材料の患者負担導入は､ ｢クス,)の乱用｣

'.∴■.I..∴▲

任転嫁するもので､私たちは承服できません｡

給食､室料.クスリ代の傑険適用除外の

中止を或ゐ5繁肺患名X切りまじか.V

lLf=5臥東泉にて『虚像放免一la幹子7=JLー島名を祐入行勉』 

ぴ行われ5す.全回から薮d)ら九た緊急奇習題.名五月且入監へ 
届け､改革毛遺f'に中止するcrう専管レ5号.†牌支部でむ､ 
沫心のうそlてヱl協ZT頂いてLー弓す.LO月27E)弓7.tに.阜繋餌へ 

お届けいT=だくか.ヱl連絡頂けれL3!取')にうかがいヨす,b､う 

せようレ<弟鹿目敏L,ヨ寸ye牡鹿且1線支帝TEL2号-LLo2身 

～H～



･･･なんとかや,7号すP　みんなで甘んとかし舌L/Jうfrもル払う九んヒ7)hちtBご･･･

藍や軸硬化症励触鶴詔

医療講演会｢タ発破硬化鹿の治

療の塊状とま轟如｣を7月うB.

卓見市射ヒ,1-ル会議峯にて･札
悦医大神経内剤御+集遁先生を

あ言わきし科催致し召しTc_｡この

講演会の準備ででl召.十集先生よ

り､d人数ままったく固娩あり召ヒ

んよ.地戒でこういう磯会を作る

こt.J言とてむ大切なことです阜

んで協かさせていただきます.tと

轟う大変あr=たかい為菖集をいた
だき､また地蔵の79鵬ヒ産の

金員.荒井鼻コん､福田劫もコん

の大きな協力EJC)りまレr=｡勧D

つれT=方マ1g異剣に巧邑頗17-で

ヨさ､竜宮墳同､相談fJ出され本

当にこういう棟会を.これかうb

T=〈さんイ乍っていくことの大切で

草庵しきレTC. (A)

'LJ出城I=b専nの乾生利､T=ら‥..泰抑嘉の制覇

(-..¥LTJ私H鯛じらLL:た神子廷′会.

7回十席に島名金の甘い

;調難病舶豪放交鹿食

(0月9日､劣7回を迎える｢十

勝に免着金dl Td･い難轟轟名家務交

流会｣を行い舌Lr=｡

対象ヒTdt5万L3.十勝に部会支

部が甘く､地威で同じ病気の人ヒ

交流を椅7ことびできない方?.

規定安部のある9部会を除いた会

員の方々です｡この交流会がきつ

～2-



ZrJlと甘り.今年5月に新たにパ

ーモC,ソC,の十勝ブロックが結成

され今卑怯仝貞750免の内の95

名への開腹のあ知らせをしまLrl

札後縦靭帯骨化産4名,オスト

ミー協会2名､乾帝の会J名.蘇

生不良性食血l名､象殊l名､背

髄ノト成東ノ鑑定l名､北海遺IBD. I

名C)参加と､札内消防署のオ2名

ご協刀いただき､覆昇合わせては

名の交流会でレT:こ_

支音陣のあし1ごつを13じれ自

己紹介では一人一人の藷L,び終5

r=びに拍手がわきあこり､むう今

日の交免灸l∂これで終えてt/良い

と思えかまど､皆でんか､うすぼら

しいで青さ■舌Tdt紘L'を漸くことが

でき舌したQ途中少しゲーム71漁

しみ.亨の銀は2つのグループに

分かれ　しっくりと女波‥廊下を

通る人13き7と､この部屋の中が

(8人だ1-dtん7党わ+旨いにぎやかつ

だったでLJう｡ 2つのグループ

～3-

から.同じ義気の71/L,-ア､おと

なり､あむかいと藷L/びIaすみ盛

リエzRlリ､時向zf'来たころには､

のどzTIEリEI)するくらいだんだ

ん大声に7-dtつていました｡

話L/合い終5後Laゆっくりと温

泉に入り交流会を解え舌LTC.新

'=瑚何ヒのつ甘利zf7.き･各

政治軌こまたIつ者が出たようrd-

見目です､ヱ加か､らt/皆で大切に

大きく棄てていきたいものと鬼い

ます｡ (A)



監慧愈''慧謂
平成5年9月8臥静克彦生為

寵議里に亨ぐ了､参加届救助30名港

で肉鹿で九号Lr=.諌師l苫蔵五度

生病魔副夜長の塩野恒夫医師､テ

ーマJ3J7ストマーとストマーケア

+-にフいて｡7ALした｡招知58年と

平成4年のストマ一塩毅数の対比

及Z/'為殺後のケア一.異体的な阜

例を基に分Z)､り易い藩衆でした｡

墳疑タイムむ設けられその中で

この戚なオストメイトの集まる易

を待ち焦がれていr=､ヌ何かお役

に立ちたいと壱う頻極的発電為t/

↓て会から嘘かい拍手ぴあユリ
盲レT3.外科､池及集約の鬼頭帝

さん､保健婦さんの参zIDもあり滴

亀義甘譲習合てした｡帝友でl言初

めての試みであり､日泉オストミ

ー協会北海遵東砂会長､皐繋局長

杷後車2.品､てして兇最速十勝支

部阜葡局長､原生泉虎ケースワー

～1-

オーの御尽刀によって.突現でれ

たこヒを象かロ名として､ /Li:ZTLら感

謝致してあり舌す｡十虜J市79町

村で.オストメイトL言300名眉目

5ヒ足か九号す｡この横合に同慶

人共に知見を息レ合う十勝入金が

発足するヱヒを希望L/てい召す｡

TPC蕗8回混食ヒ

竃E.;.; 宙会請鳳=参m LJ
-芸l:rf='Z'ij

6月6日東泉中野ワンプラザ7'一

両か九号L,rl.北鴻遥ノ才4名､軒

議員とオブザーバーt_して4名封

8名参邦です.全国で100名とTdh

リ評議が行われ舌した｡軌こ銭最

保険法の改鬼法など,ヱC)歌に(



日月)食国大行勉を行うこt_亦盈

起つれ全体の支椿を碍･乏しT=｡

統合の鯵か)に13 TPC協か食海外

研修に液温された化速畳の竜虎温

子でんがノルウェー観察のお話し

です｡ E]本13やl?り逸れている皐

T;～ど…..号の線名-さんで交流会､

夕食をヒL) Tdlzr:ら｡私胡平年も多

Dl]こtて頂きヨL,r=｡ホテJレで-

冶て､す｡昨年と同蔓の大政から参

Z)DされT:,tEflllIさんマ､み会いレ忌

LT=ねと‥.｡ら月7日､風食請

ノ願書の軌清です.昨年よリt'6万

名eJ多い絹ノ観題名です｡手か丁を

レ衆参国会議員に協力のあ類いで

す｡今回t/北海嵐の議員4区与良

です.せんヤく友の会の方が7急

く氾わり舌した. 2晴何の粗い晴何

です｡ i.てt)大変｡議員コA/の中

L=もどんヤくの象蕨が短毛､ 37.31

伏軌こ苦しんだ鼻富ど嶺がL31Lみ

きLr=｡阜頚所を勃何の際　やた

い麦森､コーヒー､とても美味し

･-*～

くいう(lうとお藷レ出来た皐.め

りZTrとうござい舌した｡今月頻b

TP⊂風食御書名､募金. I各で

b卑くL円でb々い義金みんなて'

がん[3､I)TtHと払い舌す｡

監細弛支部鮒P詔

9月L2日.白糠町にて紹戚大会

が盛大に行われ舌レT:1｡

循如頚?葛でん暦批点験も

曹監'd-か言1ひりT､これからのご

三島躍lこよって､地威にr{くつんの

灯りがともっていくこヒヒ思いま

す｡十鷹とL古あ噂リとうレヒいう

こともあり.これからもいろいう

ご婚尊頂LTr=らと払い号す.

難病艶伊藤争覇局友の｢魚名会



請勤と地域の医轟と鴇祉｣の紀食

添乗の中でも､地戒の油勉で何が

大切ひびよく令かり尊ぶヱt.の&}

し1.す.3-'らしい虎成大会に出席さ

せて頂くヱヒひできました｡(A)

舘葛@朝恩@額

慧備断髄交地物ロして詔

05月円日　帝rL傑個所
07月仏日　足尾保健声r

3,8oB'bgBB莞雷諸宗

各保健所にて行われている､､患､

農家吸交流会～ヘム希?tて軌-

てい舌す｡

●
長い十臓でIa.地威の腕?舌で

フTJ-が')を椅つことび艶しいとい

うことtJあり.こういっT=俣膚FfT

督韓(qZP)安永会に缶布ごtて頂く

ことで､杷威の方クへ難病度の為

知をお知らtfできたり､ J会員コん

とあ会いできるヱヒL盲犬奪うれレ

い兄いZf:レ召す.保膚所のオフの

教化官尊にむ安尭食のT= Zttに尊'3-

tて掃いてい召す｡これからB.

r{くでんあぜ蕗L='EJリ7-才zFう､マ

患為会ヒL'7.お掛こ立てること

があれば.て1きるzJ､ざり儲かをこ

せていただきたいi/のと払いヨす｡

(A)

唇歯@辱盛@@督

酢ラブ-3EIT』オープン･&,a

組tJ､フ官ZFリむ速′い逸.い者

免だr r=由館が.今l言一触い受

取こなった戚rd渦状レ舌す｡十勝

ヒtaFL軽にrd-らTdlい本箱的甘営巣

戸化してスタートVちJ:つとヱわい

戚rdt..I-FIB.いういう,d･こと五分

り合え.相談できる支帝びあるヱ

ヒ毛とてblb魚く鹿bてい舌す｡

これからのご題搾L=赦激プ亡て預

きr=L)ヒ晃い舌す｡    (A)

@･ :I:.'!Jry,V @･ I.T･.li▼Y.V盛'

一一(i～



市民イ国人o'お顔が並′3ご音質L)サ

イワル市へ十勝東都の〝首題o)浴

店,, i初出店{せてい[=f{ぎ3=し

た｡前田摩伽予定o)碕･Lf繭で中

止とrS,I .ノ今回前Eai,爵ヵ(惨って

いT=o)で.手Tこ流れ1しきうがY

U'配しr:0)ですが.%(?.･く)留別$
''カンカンのS*'碕小.. Y,乳椅勺の

良い東泉lこ尭3=机､スし′うごJIIこ丁

かやかfi許せ-;fLLきしTこ.

塔さL,から鼻秀でいf-J∴tf=So

胸tfl'sL,こ〝トラ､ソ7 I E介,,5)

I) .ダン,TI一IL婿も鯛L†てi鯛LT

ti,軌Tきかす､､ゥかしいぞ蜘鳥乞

5)Lr.閉店の準備i,圭子riら1:fい

ううーこ-Lq山の有が凍手,てしまい

こんT:J色すり.tyハイこL甘の【177巧に-I

うん三割こ甘,てうTC仏工～
～7-

蟹捜して品物名並べきytす御し
1いf=叶r-訳山の山の中J'tら一生

懸命いItものも頒IJt粥から癌,'l

出しもL9),て菖うんじ5,rjLIJYl

のhl書孝Jこあきれて､せか水上の

山も作IlきしT'こ｡

易姓''ゲアンチ-ゾもり..がブ

ーム=こTi,ていろo)で､.学生さん

T+-t:-L‡ `'すこし古くでいかな7,,t.

吾りようfi破琶喜んで塊LJ出し●

rこようです｡

金即売/)さるこt,tェ扇ネチせん

ttLL r二が.衣頻にC, , 1J L手套'u絡o)

日才し日和lこもなりました｡

埠鯛の過つのカで厚く.すぐ繍藤

崎晩こ75,てし手Ll.体tfへトへ

トl-Tf ,ていか7-す､tT+-o'Jこ液か色

感LIfSいほど､覚質した一日･ZLtL f=.

(′卜野関〉

●

いち,Lやい写せ～いいi,d)塊L/息L7与Jty

離島勤馴こ17人の山･ '弓か望鰯三19



XX:×:X'XILX:XX:X●X:X:X:X'.X.･X:X-･Xl･X: X:X:X:i:X.'i                      'x

美''健併談尭し耕frJい'′　ま
i                                 X

買　全国一肴街頭行動章
x ド

*X:X:X:X:半:X:X:X:Xメ:A:X: A: Xl,X.lX.lX:A:X.lX:X:人

膚生/Bt京.大成給食費･質料･

クスり代の傾倹漁網線外とする佐

藤様碑魂r己大正J零を国会lこ提出

する葬腐乞進o)ていきす｡

+i..Afl諾票禁.SjL最遠It5+諾悪

い愚老･麻績大好動^姥がtl'イ

物Lこおいてi,Lo内 3日(即藤久

･3､か8)いqLA癌Lこて東野錦易魚q手知音

/Jlい手Lfi 〟

勧口易JZ危L+ ･fラシ宅配')

農名^J手動の内港%教鯛したLJ .畑

d)tズヒ･一P一昔ノ作,ての呼びが

Lllt,行L･手LT= .

いつもの回金諸原財手動よ,)も藤

●亡も拷っ甘htl御､ ,Tこよりで､訳

山の者免･蕃全盲いTこr:tlチました･

この易魚名かt'募金LIL0月ち0日ま

で桁`ri,ていさすので､一人でも

巧くのせd協力を方方酔いします｡

マイ?でロ解ヾ･かrT3三ユTj鞠(左中央)

どじ～イッヒき5･l訂LT= JLy

-･fiへ



粛疲あさま-/

北海嬉工BD十勝吏夢御金

十勝姥区薬液参鯛催慧関谷
7削り日に開催ぐかf:鮪3回十

勝杷且交流釦こtJ姥色金串3名､

彼負3舟推して難漣十勝o)媒染3

匁の夢伽があり3=LT= ｡

今回Lf務田金ゑd)提紫で､各人

の発病の承因Ll何で3)っ六か了を

藷Lti,i;う事から磯はLJきしfこ.

週番･ストレス.不碓則TS生議
･インスタント食あが好手T=l､ ,T=

･デイ工､Yトが摩回でけfiいか尊

色々1'j発病のきっかけY,捲かれる

ilo)が出SレT= .

ヌ.自弁Lこ食う演者薬tl出5)Ll

1しドニンY,の′併用tttL+3)るが凌

椎､が砲酸的Lこ孜着で水､今でL手付

でも食べられるようLこf+- ,T=い､

う金魚i,い手した｡

その他Lこ食女からほれ悌Lこ出水

Tこ工βD金銀(植林)の都塵､身

務Bl長からlS痛風L-t鯛すろI情報TI

LTで､Lf1:iく､仲間名大t7日こする食

tTJ･-ろよウLこ･ス､荒尾手箱み泉

からISr/も義金IS入鹿ではなく､

iR記し～

地域部会情報

食が､菟興し-Lいれfl良いJ Y141ア

ドバイスがありきLr=｡

余興各日の協力がなくてLl金o)

東栄i,回れません｡

金員の場{んに-億の協力色t;

頼い教しきす｡

●

斬病魚の金帝石.班

本牛虎行事乙予定

千二鳴

今手でlT帝FLAから逮レt事も理由

Lこ綬轟も動Tないで､盾JJ手Lr'が

木与軌1. ･･l9番Y,いう争甘木,rFh

'iがら絹糸各務d)るここと成り手

した.

付も介か相.王手糾ったi?

の連動手第一回目o'貯串で5)る花

見をJJlいきLfこ｡

亀o'与魂泉ttl食皐もし.場さん

ぜ絹拓TitIで終クそしさい.イol'J't

紫しいこじも乙,亀,f'C)Z･･すが′思

いう州よ.年小_手Tこ;^b軌招けLL､金

員さん､いつi,こうか'J･hL甘言思

い日曜日Lこ倉%細さきしr=h(.や

LtLJ朗らかませんで､Lrこ｡



七して三国日の好手Ll中井発生

t,のか食手合LttLT= ｡

イすの企画i, LTJ･吋,T'rlbD呼挿

長針‡大安御本崩o)二様する･し1'こ｡

本9-夜1,#命が終わIJ >欠回から

LJ才相月lこ入'1ます｡

藻場o'今日前期でLT=が.循瀬

Ll何とか中身C'3)る毛利: Lr"･

y,港,て屠Ll手可.

+,普.夏空孟宗号需品乏し二㍍

ようY,浄7.乙いき1 ｡

分線の才子参予見Y,してLt ∴'IC

威07fjt直赤錦じ4)安東..′ `'7 Llス

マス/(-ティー.∴′志年金.′ ''W

井倉,′ T:itr官予定しています｡

′卜場合帯広分会大倉鯛催

'富岡　郷巷

現丘倉負It41免.

年賦.親船･ス7Tl.一tL/大倉･

ク11スマス食･ G･恰好の好事をuTl

っていき1㌦ ､去る8月27日(塗)

韓あっミ･BンIこt;いL軌2@小鳩

食帝FL^分合大金官行いきしTl ｡

大食でLI Lここ教牛恭-6 AP Lvイ本

棟や各鼻.斡属の金串d)打率さんの

子育て0)書き官細い['') ､咋斗Ifr

子t:'も蓬の就尊･准厚･懲労. C,

いウニYlで多財貨の碑孝o)弟婆のお

顔名聞いT-=･Iしていをすが､今斗

1才｢Itrを育てるTこ8日こJSJ t.いう

頭朗で､.大谷棚大学の古村輿を

発生(発速/ビ埋骨教綬日こ講演を

していr=r=ttきまLTi ｡

当日LSIb名の打母fんが出移し

てfitお宅絹子きしfCが､ ､平日のB

ゆY,いう二t,でイ碑を拷フてLL

るお母さん､せれ=おえさん功tti

序LS薙しくfJ: ,てしまうo)･tt･ ､こ

かから1才色々fS^{1本も曜日や時間

七れこ内港も再考して､よ′一77く

C)金如ぐ出席しやすいよう被足し

ていLTrこらY,思います｡

～10-



†一キンソ

十勝ゲロ､Y 7

-;a　勤　務　者

紘 7小口･yJ7頗rはまfiす十勝J

創刊号印刷勝本

7/　フ'0､Yク金敷rはまfJ--す十勝｣

発鑑

7A rPP浄性硬化滋J薩摩感頭余

子･仏J免､参加者41鬼

7/5 r森耗谷･麓の観官Y,教俵,

鼻鏑庭園　参伽予定2協で.し

たがl滴d)為呼止とri,) .午

婚から13危hll事務局Iこ凍手,)

交沈金もしきLf=.

'Z+乱伐より神経内粁のベテラン

姦諸碑さんl免､饗胸;タ脚の
ベテラン素顔婦さんl魚水帝.

金臭.家族Y,a)交流官争顔周

にて行いさした｡

参加創5免

71.難癖連合題藤倉､私礎lこ於い
～

y,て鯛催.参か秀8名

‰プby7代表名倉魂､永唆鍵病

身. ,aゝ9-1こ於いて鰍鹿.

事務為長参加

～1 1-

%　償2.回線負一軒多食･棄沈金

鯛膿　み伽弟Jワ免
rミニ凍療金ド7いて⊥議題

･硯臆田.･･IO月3L日(日)

f3時～ l5時30分

･ qh･･･.静dL^知者弟

敵センター
･沸師･･･物蟻務売人ホーム

雅沓象-宮田氏

介顔(濠頒)C' ●

ベテラン舶
･*日常介謙するうえで､舟

か,ていて介からfiL･衷

Jt; S , Y,LfL工夫でY,て

i,瓢こなる才Tiど､塔さ

んo'二線験せts施する予定

です｡

%　寄木瀬音変りサイウノレ帝
(私藤逸)蕃伽秀之為

●



審20回全速集金に参加して

荒井

顔えある.第20固合痩集合しこ恩多yl和こ参加でぞ虜しく思っLお

ります｡

私が1賭d)て今趨集金1二歩解しr:のけ. / 98?昇執6回の時で明

確姥が尊重町でLrこ.

各姥カ､ウノヾスで姥々Y,大勢の人が.者更qJ=紫賭して釆f'こいて

● Ll三三左慧三言.Lflr6-1言脚Lこ締ってる…く淑子イ

7Y,Lt今回の勧化T+-･JきしTこ｡

二人で参釦こ色々yl猪し合いもLlこのですが､.'ボランテ/ 75を軌

L引窃o)之で.何JE行lJ: ,てよいのか戸危うLfかりでLT-I ｡

ここlこ瑛き,て凍ろ仲間一人一人L手小さなか乙､も､大勢の人が集

ま,て大きr+-1日,rTJ-I) .せo)やlこ日食flちの存在t,主張を抑えてい

く塊Y,して.二の集合o)穴t17ぐ官肌Jこ感じるこt,が出水嬉しく思い

まLJこ｡

十舶聯よII32名の参仰､いさ棚へゆっ[こLlとLfl,(スで29免

がbさ後々ド豹ロ｡

●　鋸でわでIJ ･おやつも食べなかぐち良くBRIJ ､桁仙摺JT"-
^.…. (イカ･タコ･マJ7tlロ･五号‥)Y.訴叫のスシで･ .自介の和ら

さ､ゝる一面毛のせ､かぜ.I

帰りLi.JJ稚さんの御主人が部費でああ乞作り.又教むたび大声

で賛い凍しい2日絹も過ごでせていT=r{さ2F)Jlがt,うご<､､いきLf=

経典の堵Ij,Vあ､渡れさきでした｡

手1'l凍鼻C'合適俸会lこf61L1-て､ノ体Jこ気色?Ll'

てがンバリきし∫う｡

発き軌事象甘さんo'傾さA,小者いてくれ3=した弟

～L2-



力､lま娼知五年二月二十五Enこ八

人兄苑の八番E]ヒして生れ舌した｡

tD月に生れもJdqlが二月に生れて

しまいまLrl｡鳳こぶよ`3:よの惑
i,んb

えつけて､体重l∃四邑匁促ヒいい

ますから. 4-ノ＼邑グラム伍だ7T=

のでLJう.冬になると専日のよ

うにt'きつけ邑あこして内観をあ

わてこせたそうです｡末っ8-rd-の

と.体が患いことで父のあぐらの

中て一育ちさしrC.父Iaこl,ついひ1-

をこすりつけて､ ｢お前任命根此

のきT=ないヤツ13いないなあ｣と

いつfJ膏フてい舌L'rl｡

二九こrd-ってもみすわりができ

ず碑が枕でかこ7 7無理にすわう

せて軌こ此うれていたd)互覚えて

います.坦れこTdTってtJ､オu/ッ

コも俊もおしえす･執細分のし●

つけび憩いのてIaヒ自分をせめて

いるようでLr=｡その頑､フひま

り豆うJa了でたのですが一人で立

ち上ZFることが出来ず､立ちひlT

てLaころひ､ =うんでlヨヌ豆とう

とする､あ,STd-いかう.ヒ上d)ら

母の手をふりはらって立ちLがら

ことに夢中になっていました｡叫

んrdl簸る日､何の苦t/Tiくすっと

立てたのです.大声て｢タッタ､

タッ9-見て見てJヒ叫ん7:17:あの

時のこヒ13今iJ忘れられ舌ttん｡

昭如十三臥　二年あくれて'ト尊

枚に入りまL/た｡壬だ入尊して向

tJ甘い痕､勢の31にいじめられて

～1 3-



誼いて帰ったことがあります｡母

はとても気の後日人てlレrl｡ itの

歩が｢母ちゃん五節レて.街して

｣ヒ私をださLd)て温くのです.

¥の頑は男の舌が女の3･息いじめ

るのは普通でレT=､ T:-:から泣いて

帰れば軍が泉を,ふいてくれて､ ｢

Qぁ了X削､に行こう｣'J,ビ甘え

でttてくれる､号んrdhことを考え

ていT=fJのですからびっくりして

しまいました｡そして.これから

J言冬に番目とこう13邑ti笥い､各

の涙Lヨ二度ヒ見たく13-い､勿Tiltソ

に後く決IUして､淀かこれても象

の吐く舌て凍ると凍五汚､いて元気

鴨ぐ停っT=t,のて･す｡

昭如十二年に中国て-あきT=戦争

て食べ物む.その他の物賓び不足

に富り.物が与に人ら甘く守りま

L/た｡長靴びノ人でく甘-,て､冬て､

も鼻い乾下をはくと足び入らない

ので.うすい耽下てl尊板へ通いま

した.しばれびさびしくTd-ると､

両足か凍傷にTdhレ)タト斜へかかるは

めになってL'舌い舌L/氏.外斜で

神経を'J,ゲキするといって.カテ

ラC,大方ヒいう冶泉をコ丸まL'r=｡

席の癖に太い針互でし､飽水を

入れられると蕗が轟くTJり､象に

帰っr=軌=Id軌こ大予言石榔

r=よう'訂Z^どい轟みて一日中大声で

淀きつ7けTllのです｡歩が苑生に

L動きに行｢たとこう｢あの注射で

そんr訂ことにI吉富ら甘い､励早で

fJZ^いT=のだろう｣と頭希象をも

らってき舌した.藤森び適者つて

i/､三も射ぴあヤうしくて､二度と

束虎へla行き舌tIんて､した｡

娼知十六年に太平洋朝倉がL言じ

音つて舌寸3号食糧皐痛が乾く'dL

り､米の中に′ト亘や大豆､大破を

入れたり.冷麦を細くくだいT:1楓

米というi)のを入れTC勧飯や.大

i.ひすの団3-､とうそZFのおかゆ､

夢はそんな御飯の中から泉のとこ

う乞えうんで食へでttてくれ乏し
～l /1-



T:1"おかずも.いいとこうを碑象

より沃山盛りフりてくれ舌L/T=｡

ヤれて､t/みんなは元気なのに.私

T:-:Llび下痴托して何日も鹿くので

す.栄養鉄鍋が早くあらわれT=の

でLcrう.

JJ､尊寂切卑確から左足び外側へ

かえるようになって､下についT=

とこうに清廉がてlきて. ¥こをか

ばうと別の痛戸恒こてきる､そんな

くり逸.L/になり鼓しTC.その頑お

医名称才軍医ヒなって出征して行

ラ.残っT=の13年をとっT=内斜や

婦人斜の丸生たけ､外刺の免生は

いなくTJ-｢てL/まいまLr=.他者

TdL暗に適切Td一医麻び受けられ-3..

戦争がすけ如才もう少し何ヒかfJ1

7たのてJ3､.､と賂うこヒf/あり

ます｡

哲枚1才六年舌て行き乏しT3.い

フ空襲があるかレれなし1レ､左足

7N-:んだん悪く11才ものて内観7F:象

から缶レてくれ'd-し1ので寸｡戦争

坪ですから勉貌bうくt=レないてこ

JJ､尊生t)､古良民ヒいわれて.柚

作り､クロバーの鹿ヒリ甘ビばか

りでせられてい急レT=Z)hう.営枚

へ行かなくてt/別に気にもしてい

ませんIflL/た｡孝の後勉敦らしい

ことL/甘ひっTCので今に督｢て不

自由硝いをL,てい粥.暴政?

カび足り凱1と手放一つ巻くのi/

困5ことが多くてせM)て中尊だLl

でむ出ていTlうと思うことzf鬼マ

あります.

八月十五日戦争が終りました.

夜,晴着がとれてXJがフ手書レT=.

顔中.光があ,iれて輝いている､

これからの希望が乳えうP十五jI

てした｡

世の中が落ちついてくると両親

zF:治療をすすめます｡体の具合も

温くTd-フてい舌L/た､それて-LJ冶

藤五こぼみつブりて永知しません

でした｡ Jj､さい時からいつtJいつ

i)､一糸もまとわぬ賓でこちびで

tl ri-



れぬめまわされ　いL)くりまわ

され　日をフ,3:って石のようにfd-

つて耐える何分固､それ13が舌ん

の'dLら甘いこと7Lした｡島名にiJ

差恥心があるt)の邑‥.もうすこし

いたわりが5)つてt/いいt/のを.,_

もう沢山,/!だれが診療'dlヒ食Llる

●のか＼そうL,ているうちに左足

の偽zJ魔く'dH)慮マ血管が.切れて

血zF･,}さBIL/.痛弘もようLIJd-つ

てし舌いました｡むうそうTJ右と

島地むはり通ヒrd-〈7､ノトロいぬ

力世論に盲っr=免生に青か7モノらい

菖レrCら｢席順鹿核だからすぐに

切断するように､あと十日おくと

●返しがつZ相-くfdLる｣学の軌

何かび億つっとぬけて､よひった

.//.1･ヱutで苦しまなくてもすむ.

今きて'気負'ていたf/のび消えて

いくようでした｡両親L二重取られ

て死ねるのTdhう.これZF一息レあ

わtt''dtのだ‥.｡手術互すすめか敬

腕組みをして邑つb)も父.つらさ

をこらえrdtがら､あと何日とそれ

ばzT･り考え,7日舌L/T:-u 7gLコ｢苑

んて行くお前LSいいだろうけど､

衆虎にtJ ZNTすに兄をヒrCらお父

ラ-*んt/方参ちゃんbtE向の人に

伺んと菖わ氷る､姉ちゃんだつて

お嫁に行け'dTLは､たのむzlう与

術して｣無ノ軌こ腹か立ち､牌け'd-

zTフTC.一書､あ前を死7-a-せたく

7-dtL)と言って15レオつた｡むうど

うでtJいいや.勝れこしう.i/すコ

んだ気椅うで受けた手術でL/た.

今でfJ､あの時免んITlいたらこん

な風いはしT=d-いt)a)を.と尋&,汲

むごとがあり舌す｡入晩中に方足

が神鮎エY_をあこし7t叫､二

十一才でした｡ Tdllプやリ'dt気希う

とlヨうらJaうに､だんだん休妄執召

良く甘っていやました｡

父e)tく甘I)､自立を易えl∂じ

め.その早の款から腐物の免生に

来てt)らって磯解を習い,一年
IF.据得できる護師免許を皿卑ひか

～1 6-



つて牽け舌レT=.その時乾生から

妓鮭検定を受けるようにとすすd)

られ書類にフLT己)診断書を見て､

白倉の轟気zf･斧准破敗という艶

泉であることをL3じb)て知り舌レ

T=.十九才刀､二十才の頑. jk上勉

さんの11線啓続過大B,醍,.という

文責を最んT:こことzx'あり召す,水

上でんの末娘直SrでんZ>t乙の乗気

です.この文章五歳んで白倉t/こ

れだとLヨ思っていr=のですぴ､ (3

17きりこの艶轟と知7T=晴La大き

TcALn,ヨツフTL'r<_

雫の綾､角足のYTTト名瀬内

野骨鮫､ツユ7ソウ切除､尿路

夜史､ E<智JiCリープtP於.腎五灸

fcihと入退院のくり返レです｡

左足を切断LTc舟　乾生に｢人

何はね､敢IT朋を考えも､足L言考

え甘いよJヒ竜われT=ことを今b

免れられ舌ttん｡マ.この病勤ま

-万人に一人とも噺かこれ　いつ

の項からZ)､一万に一人rdhらbレ刀､

レT=ら､自分13号九にみる幸乳児

なので13.と見うように甘()舌し

た.菟大淀の顔見や埠唇をL/フ伸

軌こ言うのですZT1㌧.払逢I言何魔ヒ

いう兄弟をプレあいて帝の地内に

住みフき､線番見ヒ同じ嵐化をと

け.世に出T{その時から書レカを

ヱえて大へん宮路験をフんて.い&

これ言普通′のこt.じゃない,えう

Lgれた人声=こL/かBl釆'd-いことだ

から誇りに思いTdtでい.そL'て真

東を見あく日をやしTdTL)ld7い､

やでL/Ll膏薬に(5だされて唱だ動

フらいことでんtJのを見あ<う同家

刀を身につけよう.これl言いつb

白倉に香い画か亡ていること,a-dI

てIgが.そういう自分(訂fJl,てい

TcrいTdtあ.今舌で何して日TCん/T:,:

ううとイヤにTdtつてし青い舌す.

今住んでいる家は市営の卑イス

住宅です｡独身名(召人九割1ので

すび崩の住人が菖7 -)由親をして,

長い何空いていたむのですZrら入

～L　7-



ちことび715号L/た.乞岡Ir先ん

だと飢1ていたのですzF､とこに

b死ねるようなところJa見あたら

チ.このチすりで､甘ピ見ている

うちlこ.ああ､いや7=dTことをzyさ

んして生きることはないのだ､ 7:-=l

めならあの人のようにすればいい｡

●滴に象っていた重い物､レや,

ちJこぼっていたi/のZIpとれてい

くようで､なんだか気か秦にな')

舌レrC.むう払うしいむのなどrdt

い.ヤう恩7た晴､今生きている

こヒzf.とフてむ骨鼻で-E7-E7ZF:

とてむ大tz71こ見え舌す｡そして白

金かいとあL/く'dtリ舌した｡これ

●らのE]?を無駄にはす青いと決

心して. ...生れた路は財からrcLt

い.一寸頑にlgtいtf:い五才まで.

その後は十才舌て'しか生きられ118

いと言われてLlた3･が､今申急啓

畠二十才まで'plJIルヒ13げ号こ

れましr=.今ヨ71白倉一人てl生き

て来たように担ってい舌した｡男

えてみると大trいの入違に支えら

れ卿7られて今うで果たのです｡

大変Tclにとに出.会フた時.いフt'

大きrdl刀に月か1ら丸ま/た｡

この難病のみかけて普免で(古体

硬で手首Ll貴直なむの左得てラま

しrr｡苦しみを象り超える観てi'､

人の弟みを少し7hzrることi/身に

つりまレた｡今,しみじみとその

確レ〇､あL)がたこ乙梅軒レてい

舌す

い7号でこうしていられるひわ

かり竜tfんぴ､こ卯からの臼?を

より良く生きて行きます.

～二分脊租遺族会体験党友より～

(一門0卑3月25日)

を迎え舌しr=.グルー7の人勤､

らあ祝の電報やカードが贈られて

束召した.六十jLヨ叶)返し地象
～L t3-



今年の象t,終りました｡

金野が変5た訓二､ことに妙終るとこの季節t/無皐にすご

せたと.しみじみ見うのでlす｡

二分背礎に生まれて､ 6う才になりました.

今日まで菖しいことがあると.これが白倉にとって普鼠のこ

とfdtのだからと.言い南刀､ttながら一つ-つの山五越してきま

Lrl｡モノし健鹿で生れた'どう､とうてい知るこヒDltTで'-iu灸

験を嶺み､それを超えてきた､そういう自分13ヒてbLあわヒ

'dt生き35をしてきT=のでLa甘いだろう0､...この兄いが生きる

ことへの大きを自虐になっていたように見います｡

加古､二分脊確の最融掩蓋だと商う舌した.

これからtJ一日一日を大切にして. fJつと斡をのtざして､ギ

ネスに載りr=し1むのです｡

形:9/6.萄地あLl

～l O.-



@一升20回金槌集金協頚紘巷乞いfこT-/され,た

1X私:項盆蕗督舷梯

勲療静rA　　　様

北斗満席　　　疎

密らんと､　　梯

宙)昭和企貴　　様

鷲ルリーシ/カワ　樺
it:日本ビ/L㈱　様

比盛彦毅㈱　　戒

エイト7㌢押収7-梯

(棉/tヤシ　　　確

蜂谷定紋(#)　諌

(柵タLA

Tl.し嘗崎

大和客東館

ラ>ね工JL,/ぐソ

花飼畳商店

十㈱掬
Y,小耳印刷

土井組

サイトー南本傭

帝石市医師会

秀句の孝lL

テーラー/ゲラ

(柵川崎穂

苅襟碕建奴i)

(i)タカハシ雀須

田♯慶内弊店

･弓､かかl帝7rL.

㊥一審金婚C'教鼻にご協77いf:だいて才川手す一一一7- ｡ー__ -A_

帝石帝托生協比藤　林　¥/,592- (i)こY.′うごき

QB.雷雲空マ′1yL　叔≠3J"7-　鰍
/丁目在席　¥"?一　秒郷虜かゼ/.　_ヽ　　　　JL-

毛ミ　の木
JLl歯大生マーケット　轟　押o/-

ワイン成　　　　綿　半/0,占73一

茂苗-;ZZ頚彦　　　梯17,5秒

7.ラスワン　　　碑　≠′88y-

≠8締-

帝石フードセンター
ぉ8細　線13570-

r74>プラザカワイ　　林≠/,3ク/I

串SR副えノか

合計38′y-ク2円です･

3)･Iがこうござ､いきし/こ

～2日～
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( 9月見警哲治クノ

@一日サイワIL/(I-がL一用品をご者仇､[ポチ許した

霊霊草享箪　箪琴芝蔓　慧惣麓
藤原妙手梯　　葡姥　めい　線

@-ご着付乞いr'Tござました

オD藤孝3　席

在57　孝男林　メ20,a)0一　　宮訳碑}

大味　健一　線　手/0,000-　　泉尾　卑

鯛谷東藤子　梯　切手佃　　　煮鳳　来を

土田か身を　#<　わ各暴　　　富原　諸手

I,Lロ養生男　様　≠'6,7tO一　　骨広橋用金庫

各席みや各席　孝b′?か　　　せ井原線　iST,000-

加シきリーン梯　HJOO0-　で等温扱　き2,000_

あ')ZkとうごlJl(lヲしT<　一㌔

｢ス′叶竺イ駈雪見乱,露転記
∨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　>

Y　身体韓背負福祉法d)規定によリ安打を　Y

:;食けた身殊埠尊名与鮎･同訓表別?,I
Y　号3川岸5号lこ絡げる身路上の序章が3) Y

∴…妄呈三芸∴:;≡-,:,-ii三幸･
yyレている紬頼れく･綿卿へさl/,

Y)､ゝトト>>トトゝ>Jttゝ>ゝゝ>h>>>入Y

⊂=冬の外血の安全lニー叔用71スUy? =コ

～2 l～

.卑見LJ:-幼鰍の

｡官足した盈蓉01た17

0稚戒等帝の奄金言穆魚

dヽ7:-dh J二

･き･勾向Iロ. 2.000月?･す.
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後雄靭帯骨忙直の大逢虚言さんのCも

/vQステIレ尋展zlpあ')舌耳｡ 8年前から

初g)た/ヾスチル亀･･･あ吐くへ釆r=軌こ13

trlz,JOf碑に行ってみよう/.'嫁♂

馬子

訂

第20臥全艶集金に
参却して.とうT:-ごった款㌘

孝a.管司aとうbありがt.うlP
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柵お蔭あBJ)
さすぴに款､自足むすっかり短刀､く'd-リ､朝夕｡寒いE)?がフブく春

日です｡患白はみ凪レい中を垂払いrCだき.ありZXとうヱさいますQ

盈くなりまレたか.写真を送ります｡あ舌り良い写真かあり吉せんで

した.すL)まttん_ ･･ビアライフ■J'nあLJう･,と名うつ⊂了かーデJ'b

今年で8匝相互もZ)hえ.だいL3混着しっフあり召す. 'dlこ,i-んにb･ 8

月の金&3"という卑て液｡ちJ ,ヒ肌泉LlのですZF･･ ｡

7-トトラッ7. /(ンドo)み'Jごんの協刀を褐･昏ZF:らやっていうす｡

施しとして13､ Cl7刀｡-デンqfJううんの与. /ヾント湧湊､ジャL,,T191'

言語讐三,諾二慧妄語と諾莞吉完蒜三言:慧冨雷雲†
みんなで蕗執りヒいう真言りで､本当L=少廟しか寄付で手引1の7Jtすが.

何かに相互てて預ljdtJ3''とR･つていうす･　　　　　ごアライ7'lJ-rtあL/T3



手鞠李鵬10月下旬～ I2月上旬の予定鰍禰軽減搬p搬芸峨湘軽簿鴨'#,

0 10月払27a

o 10月27E](水)

o　日月-5月

o tf月3E]

o H月15日蝕)

0 11月27日比)

●　o JJ月下旬

O I2月5日申)

福祉横暴愚見尊補修(東泉)

帯広傾健所魚名交流会参刀D .接鰍

国会請腰農名･鼻金夙殆　α緊急象る終ヲ績す(pj)

上土慢咽原音つり参刀D　藤島展示

日･ 15大行如参かロ(東泉)

池田町健蔑まつり参抑　磯券展東

嶺祉磯暴.制度相談会(予定)

韓電着の日記食行孝『 ,3.机新し1ゑ埼』細

品XHi｡7obv～'pV,":Io諺若君究盃芝覧

飴11月下旬･～Z2月-カ正月偽り､ヒ7)コJワーけ1Tu/ト晩
(ヱ●協刀頂ける方は17up連絡下丁目)

あとがき

今41註.北港連戯赤鼻20周年､製糸巳ンター10周年という､

絶食する年です｡立ち止ることTdhく五リフブけてきた20句の患､

●　名全盛毒蛇､つプLTることの大切コ互改めて実ノ懲し7います.

支部油勤fJ各方面でのかかわりや沢山のカ･フの協ズ=こ支えら

れrd-zftら五リブブJJてLはす｡ふと_..答えられているT:-=lぅう

zT･･･ヤん7-dh不安訂気韓にあそわれることf/｡でt/､私産にL3

ヒてt)良く分zhあヱヒがあります.せけUa病気に守った時の乙

ヒ...だひら地域の医療や為社のために.頻五たとて頂きたい.

¥ん'J乾し1て●･きTCか)つブ(7台す｡  ....

これからt/.一人一人にでき5ことで.なんとかしまL/Jうp

自分鹿の住も町をP　(美味しいもの7XL17げいQ)十虜の叔!!

この偵叙t''JんとzlL,舌しJ-ラ.(/ )　　　　　　　　(A)

～2/I-



主棚

f特殊ベット　●tL,ベット

●床すれ柄止8　●事杓子

4歩行8　　　+リハビリ用品

+つえもq fポー97ルトイレ

+入浴用品　　●祝*～書名用品
+その他も■

I■牡¶Jlの判fFIも可能ですo

fEPl.IIllJI　　●■P■

●FI王ZF包■冊子

ご■九のことや､書l杜NJlの

ご租tiもお持ちしてます｡

加盟EiZ11本

(1人■加も■t書の食)よす11ろ金

4生不Atl tJLJL+と7F拝の食

I EL■■わdPlの●AJJ tJl

t E)lll　■t FIJ tt　441■

fELIJL■PT■■可■●tJJ t■

全EL二分T★正妃(I) +守る会itaJは群

生EIバーキ/ソン12(の倉北斗iJ★q

IJMlIErの千■lqL+mJdtr!

日本オストトtA書く人工Jln ･ JDEt)北斗iJl

E本てんかんtA* (iLの弁l牝■il支Je

El本IJウ7チよの余光沸iIます

Tt 1 JL FT I T　の　や

牝i+iL.A書tt大AA ･クE) -ンJl左の食

応　ジ　ス　r l)フ　ィ　ー　拝　金

tJ J LI■tJ A+lt q tのe

t J Jl l･　　■　　t

I JJI YJL■JL　4　4■B■1

北　.暮　il　ス　モ　ン　の　会

J･. ■■TI J･■t tt t Xの+

8　4 .A I I q lt I L7　t fL

A I A t　　■　　p t

北it iLパ　-　ジ1. -　■女の仝

悲.暮iXへモ7イリT tJL女A)まの会

北.fiAへ-ナェ　y r■女の毛

I IL･tJI■丘●･L'千●tq■fiA ■■ tr

HSK　なんれんとかち　NO.12

臥/舶臥北海道難病連十勝支部mj姓男　榊48年1月13硝三脚軸嗣

抑西5絹13丁目19-2 『ふ脚部』　　1993年10月10脚HSK鵬25粥(毎月榔0日斬)

即日55-23-6602　FAX 23-7071　新人　頒削柑鵬者鮒定削榊協会　馴久美子

月-細10時-17時､土･日･舶榊　　　　　　　札脚央区19真西19T目55
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